























































































対象 男子 女子 合計
2組 39 39
3組 17 23 40
4組 17 23 40
5組 19 21 40
6組 18 22 40
7組 33 7 40




















































































































































































































































定性 学 科 事 前 事 後 事 前 事 後
男
体 育 科 63.3 37.0
* *
97.6 64.2
(31名 ) (61.6 35.8 (74.4) (55.4 *
普 通 科 50.8 29.7
* *
77.8 53.0
n.s.(56名 ) (52.3 27.7 (74.9) 47.3
理数 科 24.9 24.6 51.6 32.0
* *(25名 ) (26.2 28.1 n.s. (42.1) 27.5
女
普 通 科 30.2 25.6
n.s.
38.2 39.7














































↑ → ↓ 未提出
合計
(意識)
千 8 0 4 - 12
l> 6 0 7 - 13
↓ 0 0 4 - 4
未提出 - - - ll ll
(票芸) 14 0 15 11 40
※†は向上,-は変化なし,Jは低下
行動の変化については,向上した生徒は少なかっ
たが,授業によって意識については,向上する生徒
も多く,普段から心がけている様子であった。 生徒
の記述からは,摂取の仕方についての感想だけでな
く,「ジュースをあまり飲んでいないので糖分も前
よりほおさえられたんじゃないかと思います」「こ
の前の調査の時よりも飲み物の摂り方は良くなって
いると思う」など,事前調査と比較して感じたこと
を記述している生徒もいた。
これらのことから,高
校生では,授業で学んだことを自らの生活の中で意
識しようという考えや気持ちはあるが,やはり実際
に今までの食習慣を行動によって改善することは簡
単なことではないように感じる。
5まとめと今後の課題
高等学校での実践的な授業は,生徒にとって身近
な清涼飲料水を取り上げたものであり,また自分た
ちでそれらを実際に作っていくということで,生徒
の興味関心は高められていた。
再生刺激法調査によって,壁徒は,初めて見る糖
度計に興味を示していることが分かった。
また,実践的な授業であったため,生徒が主体的
に活動し,活動を通して,普段の飲み物の摂取の仕
方を改善すべきだと考えられていた。
そして,授業後のワークシートでは,それぞれが,
本時の活動内容によって学んだことから,自らの摂
取の仕方を考えなおし,これからの摂取の仕方を考
えられていた。
飲み物摂取状況調査でも,授業を行った全クラス
において事前より清涼飲料水の摂取量が減少してお
り,飲み物の摂取の仕方が改善されていると感じら
れた。
一方で,今回の高等学校での実践には,改善すべ
き点がいくつかあげられる。
1点目は,清涼飲料水から摂取している糖質摂取
量を生徒自身が理解していない事である。 飲み物摂
取状況調査では,多く摂取しているにも関わらず,
授業後の事後調査でも「このままで良いと思う」
「色々なものを飲んでいるので問題はない」などの
記述があった。 また,糖度測定の際には,糖度が完
全に理解できていない生徒が数名いたことからも教
師による補足説明が必要であると感じた。
2点日は,1時間の授業における活動内容に対す
る生徒の興味関心が授業が進むにつれて希薄化して
しまっていることである。 そこで,高等学校では,
生徒がより興味関心を示していた糖度測定の活動の
みを集中して行い,生徒の授業に対する積極性を高
めるための改善が必要である。
3点目は,研究方法において,飲み物の摂取の習
慣の改善を確かめるためには,飲み物摂取状況調査
を1度ではなく,長期で継続して実施する必要があ
ると感じた。
注1)「清涼飲料水」とは,アルコール分を含まない
(アルコール分1%未満)飲用の液体物で,味や
香りがついている水をいう。 また「ジュース」
は,果汁飲料を指す(Wikipediacontributors,
2007)
謝辞本研究を遂行するにあたり,授業実践,調査にご
協力いただきました高等学校の先生方,生徒のみな
さんに厚く御礼申し上げます。
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